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いつも PTA活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。コロナウイルス感染症緊

急事態宣言が行われ、PTA活動においても予定を変更し、行動を変えることを余儀なくされてい

ます。新しい生活様式を求められている今、PTA 活動もこれまでと同じではいられない。今が変

わり目なのだと感じています。 

そんな中、PTAが変わってきていることに多くの反響をいただきありがとうございます。その中

でも多くの方に知っていただきたいものをご紹介いたします。 

 

「PTAに聞きたい！ちょっと言わせて！」のコーナー 

Q：PTA 活動の協力はしたいと思っていますが、仕事があるのでブロック長や役員はでき

ないと思っています。 

A：仕事もそれ以外の事情も抱えているものは人それぞれです。お互い無理のないようにでき

ることを、できる人が、できるように参加するのが理想的ですが、これは「誰かがやってくれるわ！」

というような無責任な考えを誰もが持っていないのが大前提です。理想を現実にするのは簡単で

はありませんが、PTA の仕事は、地域・学校をはじめとした、大切なお子様を取り巻く環境をより

良くするための活動をすることだと思います。 

「これならできそう」「今年は無理だけど来年なら、…」等々、保護者の方々にそれぞれができる

範囲での協力をしていただける PTAでありたいと思います。 

 

Q：PTAからの卒業記念品がなくなったのはどうしてですか？ 

A：昨年度、入会届の導入に伴う PTA 会費の使い方を見直した際、個人に還元するものは廃

止して学校に寄贈する形で子ども達に還元することとしました。周年事業用積立金でテントを寄

贈したのもその一つです。また、繰越金については毎年の会計予算案では残金が「￥０」になるよ

うに予算を組んでおり、今年度は PTA 会費を徴収しておりませんので、今までの繰越金で今年

度の活動と来年度の PTA会費を徴収するまでの活動をしなければなりません。 

来年度の活動がどのようになるか見通しがつきませんが、当初の予算以外の支出を出せる状況

にはありません。「繰越金は今まで払ってきた人たちのお金なのだから出せるだろう」「卒業をお

祝いする気持ちの問題ではないのか？」等厳しいご意見もいただいています。いただいたご意見

を真摯に受け止め、今後も会費の使い方については協議していきたいと思います。 



ボランティア活動への参加ありがとうございます。 

 年末の大掃除ボランティア、毎週水曜日のお掃除ボランティア、㈫～㈮の 20 分休みと昼休み

の図書ボランティア。多くの方にご協力をいただきありがとうございます。お一人お一人のご協力

により学校が清潔になり、子ども達が本に親しみを持つ機会を得て豊かな学校生活を送っていま

す。どのボランティアもまだまだ参加者募集中です。連絡お待ちしております‼ 

 

「 PTAだより」がいつでもご覧いただけます。  

 学校ホームページの PTA のコーナーに「PTA だより」を抜粋して掲載する事といたし

ました。いつでもどこでも読んでいただけるようになり、PTA への疑問を持った時や、関心が高

まった時に是非、もう一度ご一読いただけると嬉しいです。掲載するナンバーは協議の上必要な

ナンバーのみのせていきます。配布でのお知らせと同時にホームページでの閲覧もどうぞよろし

くお願いいたします。 

 

 令和 3年度の四役、学年委員が決定いたしました 

今年度は予定通りに進まない一年ですが、次年度もどうなるか見通しがつかないものが多い

中、引き受けていただいた皆様に感謝いたします。そして多くの方に「自分にはできない」と思わ

せてしまっていることに申し訳なく思っています。「無理はしない・できることをできるようにやって

いく」これが今年度の四役の共通認識です。「誰でもできる・みんなが参加する・PTA！」を目指

して、一緒に頑張りましょう！ 

北陵小学校の保護者の皆様には、引き続きあたたかいご理解とご協力をいただきますよう、よろ

しくお願いいたします。 

お知らせとお願い 

● 今年度も安全協力員の方々には大変お世話になりました。そこで、子どもたちをいつも温かく

見守ってくださる安全協力員の方々に感謝の気持ちを伝えてみませんか？登下校の見守り

の時などに直接お声をかけていただくか、配布しておりますメッセージカードにご記入いただ

ければと思います。是非！よろしくお願いいたします 

● 登下校時、ポケットに手を入れたままの子はいないかな？下校時坂道を走って下っている子

はいないかな？子どもたちの周りには危険が潜んでいます。今一度、自分の身を守る行動を

とれるようにお子さまと話し合って下さい。 

 


